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　ベルギーでは、まだ義務教育（6歳

～18歳）ではない幼稚園の年長組（3年目）

のクラスから、小学校に入学できない子どもたちが4%
もいるそうです。小学校1年生では、10人に1人が落第

するか、幼稚園に戻るそうです。また、中学1年生では

40%、高校3年生では60%の生徒がそれまでの学年のど

こかで落第していると言います。つまり、義務教育期間

に2人に1人が落第しているという結果です。これは、

悲しいことに落第生世界ランキングのトップです。教育

費が無料のベルギー政府にとっては、留年生が増えるの

は、経済負担が増えるということです。

　特に社会・経済的に恵まれていない家庭の子どもたち

の落第が目立ちます。というのも、小学校6年生の落第

率は、裕福な家庭の子ども1.4%に対して、5.8%の落第

率という結果が出ています。

　研究者や教師の分析では、留年した生徒は、短期間で

実力をつけて成績を上げているそうです。しかし、本当

に実力をつけるには、長期体制が必要です。つまり、1
年間のみの留年は、不十分です。そして、落第は子ども

たちを失望させ、教育やキャリアへの願望を失速させる

という結果も出ています。にもかかわらず、教育者は落

第生を出しています。

　どうして落第生を作るのかというと、単純に理解して

いないのに進級しても意味がないという判断だからでしょ

う。大学の1、2年生は特に落第させて、それが日本の入

試に代わる選抜となっているようです。でも、教育費が

無料で、友だちも落第しちゃったとなると、留年するこ

とに対する恐怖感、罪悪感が薄れているのではと思いま

す。そして、落第生はキャリアへの道に支障が出るよう

で、子どもの将来を考えると100%有効な処置とはいえ

ないようです。かといって日本のように、高校、大学へ

の進学に受験があって、それに向かって必死の努力をし

て、大学に入ったら一息も二息もついて、何をしている

のか分からない大学生活に、多額の授業料を払うのも

困ったものですね。

　皆が行くから大学へではなく、勉強する目的をしっか

り把握し、それに向かって勉強を積み重ねる。覚えるだ

けの勉強ではなく、分析して自分はこう思うという意思

表示も取り入れて、バランスの取れた学習をしたいです

ね。海外で生活する子どもたちは、日本

とは違ったいい面、悪い面を体験しなが

ら成長できます。ベルギーの良い面を取

り入れて、楽しい生活を送りましょう。

世界一落第生が多い国はベルギーなんだって！

今年3月にワロン・ブリュッセル連邦議会で話題になった

「落第生」について、考えてみましょう。ベルギーの教育

大丈夫？


